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研究成果の概要（和文）： 

 

途上国において環境保全型技術がどのように伝播するかを、インドネシアやモンゴルの企
業レベルデータやエチオピアの世帯レベルデータを用いて分析した。その結果、高い省エ
ネ技術をもつ外資企業から地場企業に技術が波及していること、農村における社会ネット
ワークの構造が農業技術伝播に大きな影響があることなどが見出された。これらの結果に
より、高い技術をもつ外資企業を誘致する政策や、普及員に依存せず既存の社会ネットワ
ークを利用した農業技術普及政策が、環境保全型技術の伝播に貢献することが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 

This project investigated how environmentally-friendly technologies diffuse in less developed countries, 

using firm-level data from Indonesia and Mongolia and household-level data from Ethiopia. We found 

that energy-saving technologies spill overs from foreign-owned firms to locally-owned firms and that 

the structure of social networks substantially affects diffusion of agricultural technologies. These results 

generate policy implications. For example, attracting foreign direct investment with high energy-saving 

technologies and extension systems which do not rely on extension agents but utilize existing social 

networks would contribute to diffusion of environmental technologies to less developed countries.  
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１．研究開始当初の背景 

  

 途上国においてエネルギー効率を改善す
ることは世界の環境問題を緩和するために

不可欠である。しかも、途上国自身にとって
も、エネルギー効率を高めることはより効率
的な生産を通して経済成長を促進し、国民の
厚生を向上させることにつながる。途上国に
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おいては外国企業が現地企業よりも高い省
エネ技術を持つことが多いが、その高い技術
が現地企業に流出する可能性は大いに考え
うる。この場合には、省エネ技術を持つ外国
企業を誘致する政策が技術普及に有効とな
る。しかし、事業所レベルのデータを使って、
外国直接投資が途上国の省エネ技術の普及
に与える効果を推計した研究は、これまでな
されていなかった。 

 また途上国では、貧困などのために森林破
壊が進み、それを一因とした土壌浸食が進ん
でいる。これらの問題に対しては、環境保全
的な農業技術、例えば保全的耕起や有機肥料
などの普及が有効であるとされるが、途上国
においてはこれらの技術の普及はあまり進
んでいない。 

 

２．研究の目的 

 

 以上のような背景の下、本研究は、開発途
上国における省エネルギー技術など環境関
連技術の普及を促進・阻害する要因、例えば
多国籍企業からの技術のスピルオーバー、受
け手の技術吸収力、農村における社会ネット
ワークなどの効果を分析し、その結果を用い
て開発途上国での省エネ技術普及や環境保
全型農業技術伝播に対して政策提言を行う
ことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は、インドネシアの製造業における
省エネ技術の普及、モンゴルの金鉱における
環境保全型精製技術の普及、エチオピアにお
ける環境保全的農業技術普及を分析の対象
とする。 

 分析手法は、企業レベル（インドネシア、
モンゴル）、家計レベル（エチオピア）のミ
クロデータを用いた計量経済学的な定量分
析である。 

 また、エチオピアにおける農業技術伝播の
研究では、社会ネットワークが技術伝播に及
ぼす影響をはっきりと計測するために、農民
に対して携帯電話を配布するという社会実
験をとり行った。 

 
４．研究成果 
 
（1）インドネシアにおける省エネ技術普及
に関する研究 
  
 インドネシアの製造業を対象とした企業
レベルデータを用いて、企業別にエネルギー
使用量１単位当たり付加価値生産額（エネル
ギー効率性）を計算し、この指標を用いて外
資企業から地場企業に省エネ技術が伝播し
ているかについて分析を行った。 

 まず第１に、外資企業は平均的には地場企
業よりもエネルギー効率性が高く、先進国の
外資企業が環境規制の比較的緩い途上国に
おいてエネルギー効率の悪い環境汚染型の
直接投資を行っているという仮説は棄却さ
れた。 
 また、外資企業の比率が高い産業では地場
企業のエネルギー効率性が高い傾向が見ら
れたが、これは外資企業の省エネ技術が地場
企業に伝播していることを示唆している。た
だし、これらのスピルオーバー効果を持ち外
資企業は、高い省エネ技術を有する企業に限
られていることも見出された。このことから、
インドネシアは高い省エネ技術をもつ外資
を導入することによって国全体のエネルギ
ー効率を高めることができるという政策的
インプリケーションが得られた。 
 
（2）エチオピアにおける環境保全型農業技
術の普及に関する研究 
 
 エチオピア農村における約 600 の農家世帯
に対する調査を基にしたデータによって、有
機農業、保全的耕起農法などの環境保全型
（かつエネルギー消費量の少ない省エネ型）
農業技術の普及を促進する要因、阻害する要
因について分析した。 
 その結果、農民が新しい農業技術を利用す
るようになるためには、公的な農業普及員と
のネットワークだけでは不十分で、コミュニ
ティにおける社会ネットワークを広く持つ
ことが必要であることがわかった。技術伝播
にとって特に重要なのは、知っているだけで
はなく実際に頻繁に会うことで形作られて
いるネットワークであることも見出された。
また、携帯電話の普及がそのようなコミュニ
ティのネットワークの拡大と深化に貢献す
ることも見出された。 
 これらの発見は、開発途上国における農業
技術の普及体制に対して大きなインプリケ
ーションを与えるものである。 
 
（3）モンゴル金鉱における低環境負荷技術
の普及に関する研究 
 
 モンゴル金鉱における企業レベルデータ
および河川から採取した水質データによっ
て、水質汚染の度合いの低い採掘・精錬技術
の普及に関する分析を行った。その結果、低
環境負荷技術を使用することが多いのは、日
米などの先進国企業や規模の大きい企業で
あることが見出された。 
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